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情報活用能力の育成 ～一人一人の可能性を最大限に伸ばすために～ 

校長  岡田 信一郎  

 

多様性は単に尊重すべき対象にとどまらず、自己を見つめ直し、互いの生きる意味を豊

かにする源泉です。現代の世界を貫くグローバル化と情報化社会の流れは、文化的な背景

が異なる人々と交流する機会を飛躍的に増大させるとともに、意思の疎通を瞬時に図るこ

とのできる手段を発達させました。 

 

清水小学校が「自他共の可能性を信じ、一人一人の個性が輝く学校」を創るために、年間

を通して取り組む１２の取組の３番目は「情報活用能力の育成」です。これからの時代を生

きる子どもたちには、情報やＩＣＴ機器を上手に使って自分で問題を見つけ、解決し、自分

の考えを形にする「情報活用能力」が欠かせません。学校でのタブレット端末などを活用し

た「デジタル学習の環境（基盤）」は、新しい教育が目指すこれからの学びをはじめ、すべ

ての学習を支える大切な土台となります。さらにデジタル学習は、新しい教育の基本方針で

ある「多様性の包摂」にも深く関わっています。子どもたち一人一人の得意・苦手や学習の

ペースに合わせた「個別最適な学び」をデジタルがサポートすることで、一人一人の可能性

を最大限に伸ばす教育が実現します。 

 

１学期に実施した教員と児童（５・６年）のアンケートの結果からは、この情報活用能

力の育成に欠かせないＩＣＴ機器の有効活用についての課題が見られました。ＩＣＴ機器

の有効活用が「よくできている」と回答した教員は３３．３％に留まり、「あまりできてい

ない」と回答した教員も１３．３％いました。また、教員が授業におけるＩＣＴ機器の有

効活用に取り組んでいるかどうかが「よく分からない」と回答した児童が１４．１％と他

の項目よりもかなり多い傾向にありました。児童も活用している実感が低い傾向にあり、

教員側にも苦手意識や課題意識があることが分かりました。 

この課題解決のために、清水小学校では２学期のスタートにあたり、この課題を全教職員

で共有し、ＩＣＴ機器を意識的・積極的に活用していくことを目標に掲げました。そして、

ＩＣＴ機器を有効活用する場面を教員同士で参観したり、活用事例を共有したりする取組を

行っています。その取組は学校ホームページにも随時掲載していますが、ＩＣＴソフト・ミ

ライシードのオクリンクプラスという機能を活用した協働学習やＡＩを活用した探究学習

など、少しずつ取組が積み重なってきているところです。１年生でも、市教育委員会から派

遣されているＩＣＴ支援員も活用し、学習用端末の活用を開始しています。今後も、学校全

体で組織的に情報活用能力の育成に取り組み、新たな学びの基礎づくりも着実に進めてまい

ります。家庭学習での学習用端末の活用等、保護者の皆様にも御協力いただくこともあると

思います。御理解・御協力のほど、よろしくお願いします。 
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※１年２組担任の登神黎教諭は、６月２４日（水）より病気休暇を取得し、体調回復に努めてきました。 

しかし、年度内の回復は見込めないため、医師の診断と本人の意思に基づき、令和９年３月３１日まで、

病気休職をすることになりました。１０月からは新たな学級担任を中心とした１年２組の学級運営を予定

していきます。保護者の皆様には御心配をおかけしますが、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

 

全学年：展覧会の持ち物のお願い 

    １１月の展覧会に向けて、たてわりの共同制作を行います。色水づくりを行う予定です。 

１０月１６日（金）までに２Lのペットボトル（キャップ付き）を１人１本御用意ください。 

 

～みのり通信より～ 『子どもの変化を見逃さない』   

    ※「みのり教室」は清水小の特別支援教室です。 

 

 

  

 

 

大人も子どもも、季節や環境の変化のときには、多かれ少なかれ影響を受けて、不安な 

気持ちになることがあります。 

みのり教室の個別指導の時間は、毎週一対一で対話しますので、子どもの気持ちを傾聴 

することができる貴重な時間です。 

小集団指導の時間であっても、教室への入室の仕方、表情や雰囲気を複数の教員がキャッチ

し、声をかけ、話を聞いています。 

 ２学期のスタートにあたり、今まで以上に子どもの変化を敏感にキャッチできるようにしていき

ます。 

御家庭でも気になることがございましたら、お知らせください。 

 

《保護者の皆様へお知らせ》 （前月号に引き続き掲載いたします。） 

◇電話対応時間の変更 ※４月保護者会資料・再確認 

    教職員が本来業務である授業・学習指導に専念し、子どもたちと向き合う時間を十分に確保

できるようにするため、電話対応を勤務時間内に変更させていただいております。 

教職員の基本的な勤務時間は午前８時から午後４時３０分までです。 

緊急の連絡が必要な場合には、上記時間帯に限らず、学校から御家庭へ連絡を差しあげる

こともあります。【電話対応時間】 ８時００分～１６時３０分 

 

◇忘れ物対応の変更 ※電話対応時間と合わせて２学期より実施させていただいております 

    児童が放課後に忘れ物を教室に取りに来ることへの対応は、緊急時を除いてなしとさせて

いただきます。 

そのことにより、当日に宿題等ができない場合も、翌日以降の対応とします。御安心ください。 

１学期に実施させていただいた保護者アンケートの御要望を受け、学校便りをこれまでより５日

間程度早めに配信することにしました。引き続き、保護者の皆様の御意見を学校運営の改善につ

なげて参ります。今後の保護者アンケートへの御協力も、よろしくお願いいたします。 

【教育実習】 

 １０月５日（月）から、２年１組・３年１組に教育実習生が入ります。 

 どうぞよろしくお願いいたします。（終了日は１０月予定表にて御確認ください。） 


